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MkⅢ弾動臼砲の性質と応用(ⅩⅦ)

粒状黒色火薬の性能評価

和田有司暮,村永浩太郎叫,田村昌三●

国友無明●…,青田忠雄●

打掲げ煙火の発射薬としての粒状無色火薬の性畦評価に.Mk皿鮮助臼砲を用いた可変起爆

刑斯学感皮妖艶ならびに先射威力試験.時間一正力鉄輸号を用いた低速試験.落球式打撃感度

就験及びIt=')ウムー.ー鉄火花新火性就験の適用を試みた｡

粒度の爽なる3唖の粒状.Q色火薬及び砂状黒色火恥 こついて妖鼓 した結果.Ml川 部助臼砲

を用いた発射威力紬 において投射 こよる差異を見出すことができた｡小粒経の粒状鼎色火薬

では.6号屯気tB管による起爆より点火玉による点火の方が大きな威力を示 し.大粒怪の.Q色

火邦{･は反対の価向が入られた｡この鋭明として.現段階ではMkⅢ弾劾臼砲内での偲塊速度

の'% こよるものと考えている｡

1. はじめに

粒状純色火薬は現在主として煙火の打鵜げ用発射薬

として用いられている.打冶げ煙火の発射薬としての

純色火典の正式の釈放法は現在までのところ定められ

ていない｡標qIの打掬筒と棋投玉を用意 し,蹄に一定

薬且の凪色火薬を装頓 し,棋択玉を入れて点火･発射

し.初速.郷乱 到達高度,滞空時間等を測定 して,

打掲げ薬としての無色火薬の性比を評価することが望

ましい｡
しかし.現在我が国ではその1うな設仰がないので,

ここではMku鄭劫臼砲を用いた可変塩爆荊試験日,

MkEl郵勧臼砲と点火玉を用いた発射威力鉄験,伝虎

の致しさを掬べる時間一圧力神 目)ll.打撃感度を調

べる落球釈放lI及び七.)ウムー鉄火花を用いる着火性

試験Ilを粒状.狐色火薬に適用して.これらの妖鼓が黒

色火熊の性他評価に有効であるとかどうかを検討した｡
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2.1 拭 料

用いた粒状漁色火薬はA.B及びCの3敬で.その

組成はほぼ同 じであるが.AについてはKNO3(73.7
形).S(9.6%)及び木扮(16.7%)を含むことがわかっ

ている｡参考のために粉状無色火薬(日本化薬㈱ 製)

についても車扱を行った｡用いた粒状爪色火薬の粒度

分布をTabtelに紀す｡AとBとの校齢 王朝虹であ り,

Cのみがかなり81校{･あった｡

点火玉(DDNPLi喝).0号屯気僻甘(DDNPO.2g),

6号喝曳価管(DDNPO.2g+ベ'/トライ ト0.4g)及

び砂状PETNは日本化薬㈱ 製のものを用いた｡着火

剤としては.洗薬の四三巌化鉛(鉛丹(PbJ0一))と珪来

秩(FeSi)の零封丘混合物を用いた｡

2.2 拭験茸正

野動臼砲としては.鼓特科草野拭㈱ 鞍のMliJIG

TablB1 Particledistributions0fB8mPle

gunpowdolS.
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Fig.1 Phtop ph

ofthedm佃 托 teSter.Tlを用いた｡拭科昏執 ま

10mCサンプルビンとプラスチ･/ク袈円筒と盃を租み合わせたも

のを用いた｡時間一圧力妖輸液位としてはFig.

1に示したもが)を用いた｡時間一正力釈放におけ

る発生圧力の時間経過は.ビェl/圧力センサー

(キスラーモデル607A),増帖常(キスラーモデ

ル 503D).デジタルJモ1)-(ェフレーモデル4094).データレコーダ

ー(TEACモデルMR-30)及びXYレコ一g'-(紋辺脚韓モデル

WX4421)を用いて脚定した｡落球釈放蛾は執沖村学祭械㈱製の釈放枚S)を用

い.535gの落球を用いて政軽法で釈験した｡着火性

就験はアセナレl/ガス点火用.七lJウムー鉄摩擦ラ

イターを用いて行った｡

2.3 拭験手桶2.3.I MkEl弾助臼砲を用い

た可変起爆剤衝撃感度拭襲(l) 10mCサンプルt='

ンに5gの.Q色火薬を搾りとる｡(2) 内帥 こ0.1.0.2または0.3gの粉状PETN

を搾り

とる｡(3) 内荷をプラスチ･,タ甘藍の孔に挿入し.

蓋をサンプルビンに取り付ける｡(1) 0号留甘または6号田管を内筒に挿入し,{･き

上がった試料熊合体を帝劫臼砲の鞄孔の臭に挿入

する｡(5) 唱気笛管の脚線を2kg投射物の孔に通して

,投射物を臼砲の砲孔の入口に取り付ける｡(6

) 振れ柵紀録用の拍狂を取り付ける｡(7) 脚線を苑破母掛

こ接線し.母線の他端を発破器に

取り付ける｡(8) 発破軌こ光岡し.抄訳み抜.発

破器のスイッチを入れて点火し,臼砲捗れ佃を網走する｡ (9) 臼砲砲孔内を粁掃する｡2.3.2 MktB群

動臼砲を用いた点火による

威力測定(1) 10nbサンプルピソに5gの狐色火熊を搾り

とる｡(2) 内筒の先掛 こ小さな孔を開け.この孔に外

側から点火玉の脚線を通し,内何から脚線を引

歌って点火王が内筒の先き創こ位把するようにする｡

(3) 内所をプラスチ1タ取否の孔に挿入し.盃をサ

ンプルビl/に取り付け.点

火玉が.%色火薬の中に埋まるようにす

る｡(4) でき上がった駄科集合体を郊曲臼砲の砲口の典

に挿入する｡(Sh (8)は可変起爆剤肌艶の事項と

同じ{･ある｡2.3.3 時間一圧力駄験(1) 計洞等の喝源を入れ 使える状凪にセ



Table2 ResultsoftheMkⅡbaIfistjcnortBr.

Rtn Gunpowder hitiatort S血 glength(也) Net-sqlength(cl)) ave

rage1 A Fusehead 13.6 13.6 14,313.5

10.110.92 A Fuseh

ead 15.0 15.03 B

FuSehead 13.6 13.64 B Fusehead 13.4 13

_45 C Fusehead 1

0.3 10.36 C Fusehead 9

.8 9.87 A No.Odetonator

ll.8 10.98 A No.6deto

nator 15.0 12.09 B No.O

detonator 13.1 12.210 B No.6detonator 15.8 12.8

ll C No.Odetonator 7.9

7.012 C No.6detonabr

14.7 ll.713 A #0十0.1g

PETN 16.0 14.6l4 A #0
+0.2gPETN 15.0 13.115 A #0+0.3gPETN 16.3 13.9

16 a #0+0.1gPETN 15.5

14.117 B #0+0.2gPETN 1

5.7 13.818 B HO+0.3gPE

TN 14.7 12.319 C 〝0+

0.1gPETN ll.5 10.120 C #0+0.2gPETN 14.1 12.2

21 C HO+0.3gPETN 15.4

13.022 P●◆ FuSehead 10.8 10

.823 P●■ FuSehead 10.9 10

.9●:No.0detomat

or'':Powderygunpwd

er訳科に当てる｡駄科が発火するま{･の火花発生の

回数を紀やする｡3. 結集と考痕3.1 特

異3.I.1 弾動白色拭魚群動臼砲を用いた試験の結果をTa

b)e2に示した｡時間一圧力釈放幹を用いた釈放の結果をTable3

に示した｡落球釈放結果をTable4に示した｡セリウムー鉄火花着火性妖艶

の結果は,粒状熱色火薬A及びBは 1回の火花で着火し,Cl土2回の火花で着火し

た｡3.2 放歌具色火苑(A.a.
C)及び粉状展色火茶(P)の比較 T

8blC3 Re凱Iltsofthetime/pre軌 rete

st.Ignitor:fuSehead+FeSi+0.5gPb301

Rtm Gum At AtIYerqe
powder(100lo300psi)

1 A 4.1mS 2.8ms2 A 2

.5ms3 A 1.争ms4 ZL 2.7nlS

3.lmS5 B 3.4ms6 C 3.lms 3.2ms7 C 3.2m

sRef. P+



T■ble4 R窃u)tSOfthedropballtesttorpJlpOWders･

故山weight535gand血lheight20qコ.

Rtn A B
CParticle POwder Particle Powder Particle P

owder1 )く 〉く X X × △

2 × △ △ ○
× ×3 × ○

× × X X4 X X △ △ X X

5 × ○ △ ×

× ×6 △ △
× △ × △7 X X × △ ○ △

8 x △ △ × 〉く X9 〉く × △ △ X X10 × △ △ x X X×:noreaction, A:smoke,○:spar
kwit

houthmepropa駒tion28ム｢ED

tJ!王)U8T'tJ!'SI38N o o.2 0.4 0.6

0.8PETHeq

LJiyalentillBFig.2 Plotofne卜 SwiJlglengthvs.PETNequiyalent

oftheini血torinthevariableillitiationtes

tofgunpowders.Fig.2に示した｡粒状無色火薬A及びBと粉状

鼎色火窮PI土成力は異なるが衝撃感度は同等{･あっ

た｡粒状県色火薬CはA及びBに比べてやや鈍感という結果が拘られた｡粒状無色火

薬CはA及びBと粒度がかなり典なるが,粒状無色火薬と粉状艶色火薬でも粒度が大きく異なる｡したがって.この感度の垂掛 ま粒

度だけの原因に将することはできない｡行った条件の落球釈放では.炎

の発生する発火はなかった｡しかし,その前兆となる火花の先生や優の先

生がみられたが.この方資では=れらの単品の安全性

の優劣をつけることは困牡である｡着火性鉄験{･は粒状県色火薬A及びBよりCがやや T8blo

5 Net-Swing(czn)withgu

npowdersinitiatedbyNo.6detozLatOr



れ細をTable5に示した｡

粒状.狐色火薬A,J3及び粉状薬P{･C1.点火玉(養魚

DDNP4mg)点火の方が6号蘭管(絶秦丘600mg)

起爆よりMkⅢ群劫臼砲釈放で大きな威力を示してい

る｡すなわち.投射物の蒐射過度が大きい｡一方.粒

度の大きい粒状薬Cでは反対の頼向が出ている｡

この現象の鋭明の1つとして次のことが考えられる｡

粉状典色火事や小粒任凧色火薬(A及びB)では.筋管

転頓により.点火玉点火による場合より速い軽焼が起

こり.投射物の避軌が開始される前に伝境が終ってし

まt)｡そのために彫戟〝スのエネルギーは投射物の初

期の題軌 こ多くがややされ.投射物が動き出してから

の加速に使われることが少なくなる｡点火玉点火に上

る場合は低速が上り避いために.初期の少ないガス発

生{･,投射物をゆっくりと始動させ,その後に発生す

るガス圧で投射物を加速し.結局より速い初速を与え

ることが考えられる｡

大粒径の粒状狐色火葬Cの均合には雷管穏塀でも同

時野火はなこらす.むしろ点火玉点火による場合より

逝く燃焼するものと思われる｡そして,大粒怪鼎色火

燕の場合は低能速度が避すぎて.投射物の十分なbz)逮

が行われる前に投射物が砲口を勝れてしまうものと思

われる｡この実証は今枚の実験に持たなければならな

い｡

4. ま と め

粉状.小粒状及び大粒状銀色火窮の性能をMkⅢ群

助臼砲を用いた可変起爆剤所撃感度筑魚及び威力粕 ,

時間-圧力釈放番を用いた低速妖艶.落球式打撃感

庇釈放及び七lJウムーー鉄火花を用いた着火性妖故を用

いて評価した｡

粒度の典なる3敬の爪色火薬の並は河曲臼砲を用い

た点火玉点火による威力択験で見出すことができた｡

しかし,群肋臼砲による威力釈放と実際の打掲げ性能

との間の相関を求めておかないと正しい相対的評価を

することはできない｡
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PerformanceandApplicationoftheMkⅡ BaMsticMortarTest(ⅩⅦ)

EvaluatjonofPerformanceOfCoarseGunPowder

byYuJ'iWADA●.KotaJ,0MURANAGA●●,MasamitsuTAMURA●,
ShigeakiKUNITOMOH●aJldTadaoYOSHIDA'

Severaltestmethodswereapp)iedtotheevaluationofperformanceoEcoarsegun

powderswhichisusedtoshootingthefireworks.

ThreedifferentparticlesizesofcoarseandafinePnpowderswereexaminedandwe

foundtheeffectofparticlesizeofcoarSeかlnpowdersontheshootingpowerbyusingthe

MkⅢballisticmortartest.Forthelesscoarse即npowders,initiationbyafuseheadgave

biggerpowerthanthtbyaNo.6detorLatOr.AndthecoaJTBeStgunpOWder血Owedthein･

versetremi.Itwassuggestedthatthecauseofthisphenomenonwasduetothedifference

inbtmingratesofthepowdersintheMktBbalhsticmortar.
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